
感染症情報 ６月１６日～２２日

②伝染性紅斑

④咽頭結膜熱

５３７例（堺市 

１９１例（堺市 １９例）
１４９例（堺市 １３例）

報告数による順位。前週比９．１％増の２，６２５件。感染性胃腸
炎は府下で前週から２％増、堺市で前週５８例→今回６５例。伝染
性紅斑が府下で３４％増、堺市で前週４３例→今回４４例。溶連菌
感染症が府下で１３％減、堺市で前週３８例→今回４２例。咽頭結
膜熱が府下で５％増、堺市で前週８例→今回１９例であった。手足
口病が府下で５１％増、堺市で前週１０例→今回１３例であった。
インフルエンザが府下で前週４７例→今回６６例は４０％増。堺市
は前週・今回とも４例であった。全数把握疾患の百日咳は大阪府
で８９例→１０４例は１７％増、堺市は３例→０例であった。今年に
入ってからの府内の累積報告数は１，７３８例となった。

４４例）
③溶連菌感染症 ３２１例（堺市 ４２例）

６５例）

府下２９２医療機関（堺市２５）から

府下小児科１８６医療機関（堺市１７）から

①感染性胃腸炎 １，１６０例（堺市

６６例（堺市インフルエンザ ４例）

府下２９２医療機関（堺市２５）から

３０４例（堺市新型コロナウイルス感染症 ４１例）

 新型コロナウイルスの定点報告は、府下で３％減、定点当たり
１．０８→１．０４。堺市で２９例→４１例（４１％増）、定点当たり１．１６
→１．６４。府下のブロック別でワーストであった。

大阪府定点 １．０４ 堺市定点 １．６４

麻疹や風疹の報告はなかった。

⑤手足口病

府下２９２医療機関（堺市２５）から

１１，２２６例（堺市急性呼吸器（ARI）感染症 １，０１３例）
大阪府定点 ３８．４５ 堺市定点 ４０．５２

 急性呼吸器感染症は大阪府で前回より１％増、定点当たり
３８．１９→３８．４５、堺市で前回より３％増、定点当たり３９．５２→
４０．５２であった。
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